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組
織
機
構
の
変
更
は
、
限
ら
れ
た

行
政
資
源
を
最
大
限
有
効
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
、
行
政
改
革

の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
「
行
政

運
営
の
効
率
化
」「
わ
か
り
や
す
い

名
称
」「
市
民
ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き

る
柔
軟
な
組
織
」
を
め
ざ
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
機
構
改
革
は
、
直
面
す
る

行
政
課
題
を
見
据
え
、
中
長
期
的
な

視
点
に
基
づ
き
、「
成
長
戦
略
を
確
実

に
実
行
し
て
い
く
た
め
の
組
織
作
り
」

を
目
的
に
、「
部
」「
課
」「
係
」
の
新

設
や
統
合
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
組
織
機
構
は
簡
素
で
効

率
的
な
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
も
の

と
す
る
た
め
、
行
政
需
要
や
市
民
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
適

宜
、
柔
軟
か
つ
機
動
的
な
組
織
編
成

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

新体制でスタート
４月１日から市役所の組織機構の一部を変更しました

●問合先　企画政策課 ☎（２４６）６２３４
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これまでの２係から１係増の体制と
し、チェック機能の強化を図ります。

新設

福祉事務所 生活支援課
生活支援３係

市税などの貴重な財源である各種
債権の適正管理を推進します。

新設

市民部 収納課
債権管理係

総合防災力の強化として、特に情
報の高度化、専門性に対応します。

新設

消防本部 警防課
通信指令係

内部統制の環境作りなどに対し、
組織的に取り組みます。

新設

総務部 総務課
コンプライアンス推進係
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総合政策部 世界遺産推進室
「遠賀川水源地ポンプ室」を核に、市内に点在しているさまざまな文化遺産
を最大限有効に活用した魅力あるまちづくりを展開します。

観光政策係

「世界遺産のあるまち」としてイメー
ジ向上を図り、地域ブランドを確立す
るとともに、市民のみなさんと新たな
観光視点に基づく「フットパス（地域
のありのままの風景を楽しみながら歩
く）」の普及に努めるなど、中間市への
来訪者増をめざします。

世界遺産推進係

平成 27 年度の世界遺産登録に向け、
今年の夏ごろにユネスコの調査機関
であるイコモスの現地調査を受ける
にあたり、世界遺産登録機運を高め
るための講座やシンポジウムを開催
します。そして、日本初の現役稼働
施設の世界遺産登録を目ざします。

交通対策係

みなさんの生活に必要な移動手段を
確保するため、国や県、交通事業者、
市民のみなさんなどと地域公共交通
会議を立ち上げ、中間市全体の交通
体系の在り方について検討を行い、
よりよい交通環境となるよう取り組
みます。

総合政策部 住宅都市交通対策課
人口の流出抑制や定住促進を図るため、住環境政策の推進を積極的に展開し
ます。

住宅政策係

使用予定のない空き家について、賃
貸や売買を考えている人や住み替え
を希望する人などを把握し、有効な
活用ができるよう官民一体となって
情報の収集を行い、世帯構成にあっ
た住宅の提供により、人口増加、定
住促進などを図ります。

※機構図など組織の詳細については、中間市ホームページをご覧ください。
○ホームページ…　http://www.city.nakama.lg.jp/
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総合政策部
政策目的の明確化を図り、重点的かつ集中的に事業に取り組みます

新設

環境上下水道部
● 環境保全課を「市民部」から「環境

上下水道部」に移管したことによ
り、「上下水道局」を「環境上下水
道部」に改称しました

総合政策部企画政策課
● 「情報管理係」を「情報政策係」に

改称しました

改称

環境上下水道部上水道課
● 上下水道局「営業課」と「工務課」

を「上水道課」に統合しました

教育部生涯学習課
● 教育部「生涯学習課」と「中央公民館」

を「生涯学習課」に統合しました

● 「生涯学習課図書館係」を「生涯学
習課社会教育係」に統合しました

総合政策部企画政策課
● 「企画政策課行政経営係」を「企画

政策課企画係」に統合しました

統合

総合政策部企画政策課
● 「企画政策課」を「総務部」から「総

合政策部」に移管しました

● 「秘書係」「広報広聴係」を「総務
部総務課」から「総合政策部企画
政策課」に移管しました

移管
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集団健診なら、これだけの健診が１度に受けられます
※日程により受けられない健診があります。詳しくは左ページで確認してください。

※ 30 歳代女性の乳がん検診（視診・触診、エコー検査）は、年間３回レディースデイのみ実施します。
ご希望の人は「乳エコー希望」とご記入ください。（各日、先着 25 人）
※各健診は、６月～翌年２月までに、集団健診か個別健診で１回受けることができます。

健診名 内容 料金 対象年齢
（平成27年３月31日時点の満年齢）

わかば健診 身体測定、血圧測定、診察、血液
検査 10 項目、尿検査 500 円 20歳～ 39歳の男女

大腸がん検診 便潜血検査（２日法） 300 円 40 歳以上の男女

肺がん検診 胸部レントゲン検査
（必要に応じて痰

たん

の検査）
200 円

（500 円） 40 歳以上の男女

胃がん検診 胃レントゲン検査（バリウム） 800 円 40 歳以上の男女

乳がん検診

乳房の視診・触診 400 円 30 歳代の女性

乳房の視診・触診、エコー検査※ 3,400 円 30 歳代の女性
乳房の視診・触診、
マンモグラフィ（２年に１度） 1,400 円 40 歳代の女性

乳房の視診・触診、
マンモグラフィ（２年に 1度） 1,000 円 50 歳以上の女性

子宮頸がん検診 子宮頸部の細胞診 600 円 20 歳以上の女性

前立腺がん検診 採血によるＰＳＡ検査 2,000 円 40 歳以上の男性

骨粗しょう症検診 腕のレントゲン検査 2,000 円 20 歳以上の男女

忙しいアナタの
からだが心配
　　　だから…

集団健診を
　　　受けよう

好評の
レディースデイ

午後からの
女性がん検診

この日は、女性の医師とスタッフの
みで運営。さらに託児もあります。

もちろん託児もあります。

６月から集団健診が始まります。
身体のために、気軽に、でも絶対受けてほしい…
そんな願いを込めて、新しい試みを始めました。

午前中はなにかと忙しい

女性医師の診察を受けたい午後５時からの
ナイト健診

１日限定のこのチャンス、見逃さないで。保健センター 栄養士
宮本　和光さん

保健センター 保健師
渡辺　真由美さん

保健センター 保健師
近藤　理恵子さん

仕事帰りに受けたい
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特
定
・
わ
か
ば

胃
・
肺
・
大
腸
・

前
立
腺

子
宮
・
乳

骨 備　考 申込締切

６月 11 日水 ○ ○ ○ ×

５月 15 日木

６月 12 日木 ○ ○ ○ ×
６月 13 日金 ○ ○ ○ ×
６月 14 日土 ○ ○ ○ ×
６月 16 日月 ○ ○ ○ ×
６月 17 日火 ○ ○ ○ ×
６月 22 日日 ○ ○ ○ × 託児あり
７月 10 日木 × × ○ × 受付　14:00 ～ 16:00・託児あり ６月 19 日木
７月 25 日金 ○ 受付　17:00 ～ 19:00

７月１日火

７月 27 日日 ○ 託児あり
７月 28 日月 ○
７月 29 日火 ○
７月 30 日水 ○
７月 31 日木 ○
９月６日土 ○

８月４日月
９月７日日 ○ 託児あり
９月８日月 ○ 場所・ハピネスなかま
９月９日火 ○

９月 10 日水 ○
10 月 25 日土 ○ ９月 30 日火
11 月４日火 ○ 場所・地域交流センター

10 月８日水

11 月６日木 ○ 場所・働く婦人の家
11 月８日土 ○ 託児あり

11 月９日日 ○

11 月 10 日月 ○
11 月 11 日火 ○
11 月 12 日水 ○
11 月 13 日木 × × ○ × 受付　14:00 ～ 16:00・託児あり 10 月 22 日水
１月 30 日金 ○

１月６日火２月１日日 ○ 託児あり
２月２日月 ○ 場所・ハピネスなかま

集団健診の日程

ナイト健診

午後の女性がん

午後の女性がん

レディースデイ

レディースデイ

レディースデイ

●受付時間　午前８時 30 分～
●場 所　保健センター
※一部違う会場の場合がありますのでご注意ください。
※ 40 ～ 74 歳の中間市国民健康保険に加入している人には、４月下旬以降に特定
健診の個別案内を郵送します。そちらで申し込んでください。

まずは

内
容

健診日
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住所
〒８０９－

中間市
フリガナ
氏名

生年月日
昭和　　平成
　　年　　月　　日（　　　歳）

電話番号

性別 　　　　　男　　・　　女

健診内容

受診希望に○
をつけてくだ
さい

大腸がん 乳がん

肺がん 前立腺がん

胃がん 骨粗しょう症

子宮がん わかば健診

希望日
第１希望 　　月　　　日

第２希望 　　月　　　日

保育希望 あり（人数　　　　人・年齢　　　才）

〒８０９－００１４
中間市蓮花寺三丁目１－６

● 申込・問合先　保健センター
　（中間市蓮花寺三丁目１－６）
　☎（２４６）１６１１　ＦＡＸ（２４６）３０２４
　　genki@city.nakama.lg.jp
※中間市健康づくりハンドブックの配布は、平成
26 年度はありませんのでご注意ください。

中間市保健センター
集団健診担当　行

次に

②受診票を受け取る

④健診結果が届く

〈おもて〉

〈うら〉

受診希望日の約１週間前に受診
票や受付時間の案内が届きます。

健診を受診して約１か月後に、
郵送で結果が届きます。

③受診
健診当日、記入した受診票を
持って受診します。

キ リ ト リ

キ リ ト リ

健 診 申し 込 み は が き

この用紙を切り取り、官製はが
きに貼り付けて使用できます。 集団健診の

受け方

①集団健診を申し込む
申込はがき、ＦＡＸ、メールで必要事
項を記入し保健センターへ送ります。
※生活保護受給者は、生活支援
課に申し込んでください。
※締切日の１週間前からは、電話
でも申し込みできます。
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地区 実施医療機関 電話番号

肺がん 子宮がん 乳がん
対象：40歳以
上の男女

料金：700 円

対象：20 歳以
上の女性

料金：1,600 円

対象：40 歳以
上の女性

料金：1,600 円

中間市

石松内科医院 （２４５）２０３０ ○

岩尾内科医院 （２４５）００３５ ○

新中間病院 （２４５）５５０１ ○

豊川内科・
循環器科クリニック （２４５）８１００ ○

中間市立病院 （２４５）０９８１ ○

むた医院 （２４４）３１３１ ○

山下医院 （２４５）０７０７ ○

葉医院 （２４３）２２５５ ○

桑原産婦人科医院 （２４５）００５２ ○

遠賀町 遠賀中間医師会
おんが病院 （２８２）０１２１ ○ ○ ○

水巻町
とよさわクリニック （２０１）７１７１ ○

福岡新水巻病院 （２０３）２２５２ ○ ○ ○

平成 26 年度 中間市がん検診実施医療機関

がん個別検診の
受け方

さらに

②受診

③検診結果が届く

○ 今までの検査項目に加え、心電図
　検査を全員に実施します
○ 中間市・遠賀郡内の医療機関に加え、
　北九州市内の医療機関でも受診できます

40～74 歳の中間市国民健康保険に
加入しているみなさんへ

※対象者には４月下旬に受診
券と案内を送ります。詳しく
はそちらをご覧ください。

検診日に、本人確認できるもの（保険
証や免許証など）を持って受診します。

受診した医療機関から結果を受け取り、
精密検査が必要なときは受けましょう。

①検診を予約する
希望する医療機関に検診を予約。乳がん
希望の場合は保健センターに電話します。

がんの予防には、がん検診を
受けて早期発見・早期治療

特定健診無料

６月スタート
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中間市からのお知らせ ity newsC
児童扶養手当と特別児童扶養手当の額が変わります

●問合先　こども未来課　☎（２４６）６２４８

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
児

童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
手
当
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　

手
当
額
は
、
毎
年
の
消
費
者

物
価
指
数
の
変
動
に
応
じ
て
手

当
額
を
改
定
す
る
ス
ラ
イ
ド
措

置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
平

成
12
年
度
以
降
、
物
価
下
落
時

に
据
置
き
措
置
が
と
ら
れ
た
経

緯
か
ら
児
童
扶
養
手
当
法
な
ど

の
物
価
ス
ラ
イ
ド
規
定
に
基
づ

い
て
計
算
し
た
場
合
の
額
よ
り

も
1.7
％
高
い
特
例
水
準
で
手
当

額
が
算
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
児
童
扶
養
手
当
法

に
よ
る
児
童
扶
養
手
当
の
額
等

の
改
定
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」

の
一
部
改
正
で
、
特
例
水
準
が

平
成
25
年
度
か
ら
平
成
27
年
度

ま
で
の
３
年
間
で
段
階
的
に
解

消
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
25
年
10
月
の

額
改
定
に
続
き
、
２
回
目
の
額

改
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介護保険料の減免制度と介護保険料仮徴収額通知書の発送
●問合先　介護保険課　☎（２４６）６２４３

　

介
護
保
険
料
に
は

　

減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

　

災
害
や
生
活
の
困
窮
な
ど
で

介
護
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難

な
場
合
に
は
、
介
護
保
険
料
の

減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
前
年
度
に
減
免
を
受

け
て
い
る
場
合
で
も
、
今
年
度

の
介
護
保
険
料

の
減
免
を
希
望

す
る
場
合
は
再

度
申
請
が
必
要

で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
減
免
対
象
者

○
震
災
な
ど
の
災
害
で
、
住
宅

な
ど
の
財
産
に
著
し
い
損
害

を
受
け
た
人

○
心
身
の
故
障
や
事
業
の
廃
止
、

失
業
、
不
作
、
不
漁
な
ど
で
、

前
年
と
比
較
し
て
収
入
が
著

し
く
減
少
し
、
生
活
が
困
難

な
人

○
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要

保
護
者
と
同
等
の
状
態
に
あ

り
、
現
に
生
活
保
護
を
受
け

て
い
な
い
た
め
生
活
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

○
監
獄
、
労
役
場
な
ど
に
１
月

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
人

●
減
免
割
合

○
災
害
…
損
害
率
と
合
計
所
得

金
額
の
見
積
額
に
よ
り
４
～

10
割
減
免

○
収
入
減
少
…
合
計
所
得
金
額

の
見
積
額
に
よ
り
４
～
８
割

減
免

○
生
活
困
窮
…
保
険
料
基
準
額

（
第
４
段
階
）の
７
割
減
免

○
拘
禁
…
10
割
減
免

●
減
免
期
間　
申
請
月
か
ら
年

度
末
ま
で

※
拘
禁
は
拘
禁
の
該
当
月
か
ら

該
当
し
な
く
な
っ
た
前
月
分
ま

で
で
す
。

　

介
護
保
険
料
仮
徴
収
額

　

通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た 

●
送
付
対
象
者

○
４
月
か
ら
介
護
保
険
料
の
年

金
天
引
き
が
始
ま
る
人

○
６
月
か
ら
介
護
保
険
料
の
年

金
天
引
き
が
始
ま
る
人（
平

成
26
年
４
月
、
５
月
は
納
付

書
な
ど
に
よ
る
保
険
料
の
徴

収
も
行
い
ま
せ
ん
。
６
月
受

給
年
金
か
ら
年
５
回
払
い
と

な
り
ま
す
）

○
納
付
書
や
口
座
振
替
で
介
護

保
険
料
を
納
め
て
い
る
人 

※
４
月
、
５
月
の
介
護
保
険
料

額
は
平
成
26
年
度
の
収
入
が
未

確
定
の
た
め
、
平
成
25
年
度
の

収
入
に
基
づ
い
て
仮
算
定
し
て

い
ま
す
。
本
算
定
は
６
月
に
行

い
ま
す
。

●
注
意
事
項　
６
月
以
降
、
65

歳
以
上
の
人
全
員
に
、
平
成

26
年
度
の
介
護
保
険
料
額
を

記
載
し
た
決
定
通
知
書
を
発

送
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い

■児童扶養手当の額（月額）
平成25年10月～
平成26年３月 平成26年４月以降

全部支給 41,140円 41,020円（▲120円）

一部支給 9,710円～ 41,130円 9,680円（▲30円）～
41,010円（▲120円）

平成25年10月～
平成26年３月 平成26年４月以降

特別児童扶養手当１級 １人につき
50,050円

１人につき
49,900円（▲150円）

特別児童扶養手当２級 １人につき
33,330円

１人につき
33,230円（▲100円）

■特別児童扶養手当の額（月額）

※第２子目は 5,000 円加算、第３子目以降は 3,000 円加算となります。
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中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１ http://www.city.nakama.lg.jp
Nakama

Infomation

　

７
か
月
児
を
対
象
に
「
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
」、
３
歳
児
を
対

象
に
「
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」、

小
学
校
新
１
年
生
を
対
象
に

「
サ
ー
ド
ブ
ッ
ク
」
と
し
て
絵

本
を
配
布
し
ま
す
。

　

サ
ー
ド
ブ
ッ
ク
は
、
市
内
の

小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
に
は

学
校
で
配
布
し
ま
す
。
市
内
在

住
で
市
外
の
小
学
校
に
入
学
す

る
児
童
に
は
図
書
館
か
ら
配
布

し
ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　
４
月
10
日
木
～

23
日
水

※
14
日
月
、
21
日
月
は
休
館
の

た
め
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

●
受
付
時
間　
午
前
９
時
30
分

～
午
後
７
時

●
申
込
方
法　
市
民
図
書
館
に

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、

入
学
を
証
明
す
る
も
の
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い

ブックスタート事業を実施しています
●問合先　市民図書館　☎（２４５）４６６４

垣生公園ＳＬのお掃除会に参加しませんか
●問合先　都市整備課　☎（２４６）６２６１

　

垣
生
公
園
内
に
あ
る
Ｓ
Ｌ
は
、

平
成
25
年
の
春
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
い
ま
し
た
。
都
市
整
備
課

で
は
、
生
ま
れ
変
わ
っ
て
綺
麗

に
な
っ
た
Ｓ
Ｌ
を
末
永
く
市
民

の
み
な
さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、
２
か
月
に
一
度
「
お
掃

除
の
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

偶
数
月
の
第
１
日
曜
日
に
、

垣
生
公
園
の
中
央
広
場
で
Ｓ
Ｌ

本
体
の
拭
き
掃
除
や
広
場
の
清

掃
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。
底

井
野
校
区
の
各
自
治
会
、
中
間

市
新
日
鐵
住
金
八
幡
退
職
者
の

会
の
み
な
さ
ん
に
も
清
掃
活
動

へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
き
れ
い
に
保
存
し
て
い

く
た
め
の
大
切
な
作
業
で
す
の

で
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

清
掃
終
了
後
は
、
Ｓ
Ｌ
運
転
席

で
記
念
撮
影
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
一
緒

に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｌ
の
改
修
に
は
直

方
汽
車
倶
楽
部
の
み
な
さ
ん
に

大
き
な
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
中
間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
修
復
作
業
の
様
子
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
度
お
掃
除
会

●
期
日（
偶
数
月
の
第
１
日
曜
日
）

　

６
月
１
日
、
８
月
３
日
、
10

月
５
日
、
12
月
７
日
、
平
成
27

年
２
月
１
日

※
予
定
で
あ
り
、
変
更
が
生
じ

た
場
合
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
時

間　
午
後
零
時
30
分

～
（
１
時
間
程
度
）

●
参
加
す
る
際
は

〇
ほ
う
き
は
数
本
用
意
し
て
い

ま
す
が
、
お
持
ち
の
人
は
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い

〇
ゴ
ミ
入
れ
用
の
ビ
ニ
ー
ル

袋
、
火
ば
さ
み
、
安
全
帯
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
用
意
し
て
い

ま
す

〇
Ｓ
Ｌ
本
体
を
拭
き
あ
げ
る
作

業
に
参
加
す
る
人
は
、
安
全

帯
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を

お
願
い
し
て
い
ま
す

　

次
の
と
お
り
平
成
26
年
度
の

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
職

種　
消
防
職

●
採
用
予
定
人
数　
２
人

●
申
込
期
間　
４
月
10
日
木
～

30
日
水

※
受
験
申
込
書
と
案
内
書
は
、

４
月
10
日
木
か
ら
総
務
課
人
事

給
与
係（
市
役
所
２
階
）で
お
渡

し
し
ま
す
。

●
受
験
資
格　
昭
和
61
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
受
験
で
き
な
い
人

○
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

○
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
当

て
は
ま
る
人

●
体
力
な
ど
の
基
準

○
消
防
吏
員
と
し
て
の
任
務
遂

行
に
支
障
の
な
い
身
体
を
有

す
る
人

〇
視
力
…
両
眼
と
も
矯
正
視
力

で
1.0
以
上
あ
る
こ
と

〇
色
覚
…
強
度
異
常
が
な
い
こ
と

○
聴
力
…
左
右
正
常
で
あ
る
こ
と

●
試
験
期
日
・
場
所（
一
次
試
験
）

○
期
日
…
５
月
18
日
日

○
場
所
…
福
岡
県
立
中
間
高
等

学
校（
朝
霧
五
丁
目
１
‐
１
）

●
採
用
予
定
年
月
日　
平
成
26

年
10
月
１
日

※
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
中

間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

平成 26 年度中間市職員採用試験
●問合先　総務課　☎（２４６）６２３２

事業名 対象・時期・会場

ブック
スタート

７か月児・
７～８か月児健診・
保健センター

セカンド
ブック

３歳児・
３歳児健診・
保健センター

サード
ブック

小学校新１年生・
４月申し込み・
市内小学校

この日は総勢 20 人で掃除しました。

平成 26 年１月５日に実施したお掃除会の様子

ＳＬもていねいに磨きあげます。
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おすすめ 料理レシピ

中間市食生活改善推進会（緑の会）による、身体に優しいレシピを大公開。

あなたも作ってみませんか

健康ファミリー

保健センター
☎（２４６）１６１１
ＦＡＸ（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

あなたの健康づくりのために

Health Care

　
　
　

４
月
１
日
か
ら
妊
産
婦
歯
科

健
診
を
実
施
し
ま
す

　

妊
娠
中
は
、
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ

ン
ス
の
変
化
、
つ
わ
り
の
た
め
、

糖
分
の
多
い
食
品
を
と
り
が
ち
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
歯
み
が
き
の

刺
激
な
ど
が
吐
き
気
を
誘
発
す
る

た
め
、
歯
み
が
き
が
十
分
で
き
な

い
こ
と
で
、「
む
し
歯
」
や
「
歯
周

病
」
が
進
行
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

歯
周
病
が
悪
化
す
る
と
、
炎
症

性
の
物
質
が
、血
液
を
介
し
て
胎
盤
、

子
宮
へ
も
向
か
う
た
め
、
早
産
や
低

出
生
体
重
児
出
産
の
危
険
性
が
高

く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
む
し
歯
は
、
む
し
歯
菌

の
感
染
に
よ
っ
て
お
こ
り
ま
す
。

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
あ
か
ち
ゃ
ん

の
口
に
は
む
し
歯
菌
は
い
ま
せ
ん

が
、
お
母
さ
ん
や
ま
わ
り
の
人
か

ら
の
唾
液
を
介
し
て
あ
か
ち
ゃ
ん

に
感
染
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
妊
婦
さ
ん
の
健
康
、
生

ま
れ
て
く
る
あ
か
ち
ゃ
ん
の
健
康
と

口
の
環
境
を
守
る
た
め
に
、
妊
産
婦

歯
科
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
妊
婦
歯
科
健
診

　

妊
娠
期
間
中
に
１
回
、
遠
賀
・

中
間
地
区
の
指
定
医
療
機
関
で
無

料
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
母
子
健
康
手
帳
交
付
の
と
き

に
妊
婦
歯
科
健
診
受
診
票
を
発
行

し
ま
す
。
4
月
1
日
以
前
に
母
子

健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
に
は
、
３
月
末
に
妊
婦
歯
科
健

診
受
診
票
を
自
宅
に
発
送
し
て
い

ま
す
。
手
元
に
届
い
て
い
な
い
と

き
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
産
婦
歯
科
健
診

　

お
子
さ
ん
が
４
か
月
児
健
診
を

受
診
す
る
と
き
に
、
保
健
セ
ン
タ

ー
で
同
時
に
産
婦
歯
科
健
診
を
受

診
で
き
ま
す
。
対
象
の
人
に
は
お

子
さ
ん
の
4
か
月
児
健
診
と
一
緒

に
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
教
室

「
食
事
で
防
ぐ
慢
性
腎
臓
病
」
の

受
講
生
募
集

　

慢
性
腎
臓
病
は
、
腎
臓
の
働
き

が
60
％
未
満
、
ま
た
は
、
た
ん
ぱ

く
尿
や
血
尿
な
ど
の
腎
障
害
が
３

か
月
以
上
持
続
す
る
状
態
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
慢
性
腎
臓
病
に
か

か
っ
て
い
る
人
の
数
は
成
人
の
８

人
に
１
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

重
度
に
進
行
す
る
ま
で
症
状
が
出

な
い
た
め
放
置
す
る
人
が
多
い
の

で
す
が
、
軽
度
の
段
階
か
ら
腎
臓

に
や
さ
し
い
食
生
活
を
始
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
実
際
の
食
事
を

作
り
な
が
ら
慢
性
腎
臓
病
の
予
防

を
学
び
ま
す
。

●
日

時　
5
月
16
日
金
・
午

前
9
時
30
分
～
午
後
１
時（
受

付
は
9
時
～
）

●
テ
ー
マ　
食
事
で
防
ぐ
慢
性

腎
臓
病

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内

容　
栄
養
士
の
講
話
と

調
理
実
習

●
料

金　
　
400
円

●
持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用

具
、
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
食
品
成
分
表（
あ
れ

ば
）、
電
卓

●
申
込
方
法　
　

5
月
9
日
金
ま

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

際
は
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

連
絡
先
、
希
望
の
講
座
名
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

※
10
日
以
降
に
受
講
を
取
り
消
す

場
合
や
当
日
欠
席
の
場
合
は
、
参

加
料
400
円
を
い
た
だ
き
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

エネルギー：58㎉
食塩：0.9ｇ

①�たけのこは３～４㎝長さの太め
のせん切りにする
②�フライパンに油を熱し、①を炒
め、ちりめんじゃこ、だし、し
ょうゆを加え、混ぜながら水分
を飛ばす
③器に盛り、小ねぎを散らす

たけのことちりめんじゃこのきんぴら

たけのこ（水煮）…
200ｇ、ちりめんじゃ
こ…大さじ２（10ｇ）、だ
し汁…大さじ２、しょう
ゆ…大さじ１、小ねぎ…
適宜、サラダ油…大さじ
１と１／３

材料（４人分） 作り方
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やっちゃれ
環境

環境保全課☎（２４６）６２６５

消費生活センター☎（２４６）５１１０

今月のテーマ

ら し の

ミ カ タ ♪

く
知っ得！

高齢者にもアダルトサイトの
請求トラブル

平成25年度のもえるごみの搬入量は、対24年度比５％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

25 年度 24 年度 差
（25 年度－ 24 年度） 減量率

２月 765,010㎏ 748,780㎏ 16,230㎏ △ 2.2％

累計 10,330,670㎏ 10,408,670㎏ △ 78,000㎏ 0.7％

家
庭
で
で
き
る
こ
と
か
ら

ス
ト
ッ
プ
温
暖
化

■
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー
や
っ
ち
ゃ
れ

　
エ
コ
ラ
イ
フ
！
２
０
１
４

　

本
年
も
昨
年
同
様
、
全
国
環
境

月
間
中
の
６
月
８
日
日
を
エ
コ
ラ

イ
フ
デ
ー
と
し
、
市
民
環
境
会
議

な
か
ま
の
環
境
を
良
く
す
る
会
主

催
で
「
や
っ
ち
ゃ
れ
エ
コ
ラ
イ

フ
！
２
０
１
４
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

昨
年
は
５
、０
０
０
人
を
超
え

る
参
加
が
あ
っ
た
こ
の
取
り
組

み
。
地
球
温
暖
化
の
要
因
と
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減
ら
す

た
め
の
啓
発
運
動
と
し
て
継
続
し

て
い
て
、
今
年
で
９
回
目
と
な
り

ま
す
。

　

今
後
、
中
間
市
で
も
二
酸
化
炭

素
の
排
出
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

て
、
ま
た
、
例
年
全
国
的
に
も
電

力
供
給
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
家
庭
で
の
省
エ
ネ
の

重
要
性
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、

こ
の
取
り
組
み
を
と
お
し
て
、
省

エ
ネ
行
動
を
推
進
さ
せ
て
い
く
こ

と
と
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
全
体

の
約
２
割
を
占
め
る
「
家
庭
」
か

ら
の
排
出
を
抑
え
る
一
助
に
な
れ

ば
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
取
り
組
み
方
法
と
チ
ェ
ッ
ク
シ

　
ー
ト
に
つ
い
て

　

エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー
当
日
に
、
節

電
や
節
水
、
ノ
ー
レ
ジ
袋
、
ご
み

の
正
し
い
分
別
や
ご
み
減
量
な
ど

の
省
エ
ネ
行
動
で
実
践
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減

量
を
示
し
た
17
項
目
あ
る
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
に
丸
を
つ
け
ま
す
。
家

族
で
温
暖
化
問
題
を
は
じ
め
環
境

に
つ
い
て
考
え
話
し
合
い
、
エ
コ

ラ
イ
フ
の
意
識
づ
け
と
実
践
す
る

き
っ
か
け
と
す
る
も
の
で
す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
、
小
中
学

校
、
高
等
学
校
で
児
童
・
生
徒
に

配
布
さ
れ
る
「
学
校
用
」
と
、
団

体
参
加
や
公
共
施
設
な
ど
に
設
置

予
定
の
「
一
般
用
」
が
あ
り
ま
す
。

１
枚
の
シ
ー
ト
で
本
人
と
家
族
３

人
、
合
計
４
人
ま
で
参
加
で
き
ま

す
。
記
入
や
提
出
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
、
広
報
な
か
ま
５
月
10
日

号
と
中
間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
予
定
で
す
。

■
さ
ら
な
る
市
民
の
参
加
、
団
体

　
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

市
民
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、

市
内
に
勤
め
て
い
る
人
や
何
か
環

境
貢
献
活
動
を
始
め
て
み
た
い
と

い
う
事
業
所
も
大
歓
迎
で
す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
内
容
や
、

取
り
組
み
内
容
を
詳
し
く
知
り
た

い
な
ど
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

６
月
８
日
日
の
み
な
さ
ん
の
参

加
と
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
提
出
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
相
談
事
例

　

パ
ソ
コ
ン
で
湿
疹
の
薬
に
つ

い
て
検
索
し
て
い
た
際
、
一
覧

に
出
た
サ
イ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
し

た
と
こ
ろ
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

に
つ
な
が
っ
た
。
無
料
と
あ
っ

た
の
で
、
サ
ン
プ
ル
画
像
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
「
登
録
完
了
」

画
面
が
表
示
さ
れ
、「
正
規
料

金
は
９
万
８
千
円
だ
が
、
２
日

以
内
に
支
払
う
と
６
万
８
千
円

に
な
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

あ
わ
て
て
、
サ
イ
ト
に
記
載
さ

れ
て
い
た
業
者
の
携
帯
電
話
に

非
通
知
で
連
絡
す
る
と
、「
電

話
番
号
を
通
知
し
て
連
絡
し
直

す
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
て
し
ま

っ
た
。
請
求
画
面
も
消
え
ず
、

混
乱
し
て
夜
も
眠
れ
な
い
。
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
で
、「
無

料
だ
と
思
っ
て
ク
リ
ッ
ク
し
た

と
こ
ろ
い
き
な
り
料
金
請
求
画

面
が
出
た
」
と
い
う
相
談
が
高

齢
者
か
ら
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ト

で
は
、
有
料
で
あ
る
と
い
う
表

示
が
分
か
り
に
く
い
場
合
も
多

く
、
安
易
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い

こ
と
が
第
一
で
す
。
ま
た
、
む

や
み
に
同
意
ボ
タ
ン
な
ど
を
ク

リ
ッ
ク
し
た
り
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

業
者
に
連
絡
を
し
て
も
、｢

間

違
え
た
な
ら
支
払
わ
な
く
て
よ

い｣

と
は
言
わ
れ
ま
せ
ん
。
個

人
情
報
な
ど
が
知
ら
れ
て
し
ま

う
危
険
性
も
あ
る
の
で
、
自
分

か
ら
連
絡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

請
求
画
面
の
削
除
に
は
、

（
独
）情
報
処
理
推
進
機
構（
Ｉ

Ｐ
Ａ
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
参

考
に
な
り
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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よくわかる
医療講座

79
No

Nakama
Culture

市民図書館だより
Books

☎（２４５）４６６４

市民図書館は、毎月新しい本をそろえて
います。市民図書館に来れば、運命的な
本との出会いがあるかもしれませんよ。

おはなし会を開催Funevent

今月の新刊紹介Newarrivals

今月のテーマ

中間市立病院医師が、健康の
ためになる話をお届けします。

中間市立病院☎（２４５）０９８１

■
不
整
脈
の
原
因

　

心
臓
は
一
日
約
10
万
回
収
縮
と

拡
張
を
繰
り
返
し
て
い
て
、
自
律

神
経
の
支
配
を
受
け
て
い
る
の

で
、
交
感
神
経
が
優
位
に
な
る
と

脈
は
速
く
な
り
、
副
交
感
神
経
が

優
位
だ
と
遅
く
な
り
ま
す
。
脈
は
、

心
臓
が
収
縮
し
て
押
し
出
さ
れ
る

血
液
の
拍
動
が
血
管
に
伝
わ
っ
た

も
の
で
す
。
収
縮
は
、
心
臓
に
あ

る
洞
結
節
か
ら
電
気
刺
激
が
出

て
、
伝
導
路
を
通
り
心
臓
全
体
に

流
れ
て
生
じ
ま
す
。
こ
の
電
気
の

乱
れ
、
つ
ま
り
、「
洞
結
節
で
電

気
が
発
生
し
な
い
」「
別
の
場
所

か
ら
電
気
が
流
れ
る
」
な
ど
で
心

臓
が
規
則
正
し
く
収
縮
し
な
い
状

態
が
不
整
脈
で
す
。

　
主
な
原
因
は
「
冠
動
脈
の
病
気
」

「
心
臓
弁
膜
症
」「
心
不
全
」
な
ど

で
す
が
、「
甲
状
腺
機
能
異
常
」「
高

血
圧
」「
糖
尿
病
」「
ス
ト
レ
ス
」

な
ど
で
も
生
じ
ま
す
。
子
ど
も
が

胸
に
ボ
ー
ル
を
強
く
打
ち
つ
け
て

生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
不
整
脈
の
症
状
と
種
類

　

不
整
脈
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
あ
り
、
治
療
を
必
要
と
し
な
い

も
の
も
多
い
で
す
が
、
自
動
体
外

式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）が
必
要
な

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
脈
が
速
く
な
る
頻
脈
の
中
で
、
特

に
、
脈
が
１
分
間
に
120
回
以
上
に
な

る
よ
う
な
動
悸
で
、「
心
房
細
動
」「
発

作
性
上
室
性
頻
拍
」「
心
室
頻
拍
」「
心

室
細
動
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
脈
が
遅
く
な
る
徐
脈
で
は
、
脈
が

40
以
下
に
な
る
洞
不
全
症
候
群
や
房

室
ブ
ロ
ッ
ク
で
生
じ
ま
す
。
期
外
収
縮

で
脈
が
と
ん
だ
り
、
つ
ま
ず
く
感
じ
が

し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、「
眼
前
が
白

く
な
る
よ
う
な
め
ま
い
や
眼
前
暗
黒

感
」「
始
ま
り
や
停
止
が
何
時
何
分
と

わ
か
る
動
悸
」「
前
兆
の
な
い
突
然
の

失
神
が
特
に
臥が

い位
で
生
じ
る
」
な
ど

が
起
こ
っ
た
ら
、
不
整
脈
が
消
失
し
て

も
循
環
器
内
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
治
療
と
予
防

　
頻
脈
の
場
合
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
ア

ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
高
周
波
で
焼
く

こ
と
で
不
整
脈
を
抑
え
ま
す
。
重
症

の
心
室
性
不
整
脈
の
場
合
に
は
植
え

込
み
型
除
細
動
器
で
突
然
死
を
防

ぎ
、
徐
脈
の
場
合
は
ぺ
ー
ス
メ
ー
カ

ー
を
取
り
付
け
て
、
健
康
な
人
と
変

わ
ら
な
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
高
齢
化
に
伴
っ
て
増
え

て
き
た
心
房
細
動
の
場
合
は
、
血
栓

が
生
じ
脳
梗
塞
な
ど
を
起
こ
し
や
す

く
な
る
の
で
、
予
防
の
た
め
抗
凝
固

剤
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
不
整
脈
の
原
因
と
な
る
心
臓
病
に

か
か
ら
な
い
た
め
に
、
生
活
習
慣
を

改
善
し
、
誘
因
と
な
る
ス
ト
レ
ス
を

避
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
れ
な
疾
患
で
す
が
、
心
室
細
動

を
引
き
起
こ
す
ブ
ル
ガ
ダ
症
候
群
を

除
外
す
る
た
め
、
45
歳
未
満
で
突
然

死
し
た
家
族
歴
が
あ
る
若
い
男
性
は

一
度
心
電
図
を
と
っ
て
診
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。　
　
　

不整脈
中間市立病院

織田 悦子医師

こねこのレイコは一年生
ねぎしたかこ・作　にしかわおさむ・絵
レイコも学校に行って、賢くなりた
いよー！賢いねこになるために、小
学校に通うことになった、赤さび色
のこねこレイコ。愉快なともだちや
先生に囲まれて、にぎやかな毎日が
はじまります。

辞書になった男
佐々木健一・著
１冊の辞書をともに作っていた２人の
男はやがて決別し、２冊の国民的辞書
を作ったー。ことばに人生を捧げた編
纂者、見坊豪紀と山田忠雄の物語。Ｎ
ＨＫーＢＳプレミアム特番での取材内
容に新たな証言などを加えて構成。

●日 時　４月19日土・午前11時～
●内 容　絵本の読み聞かせなど
●協 力　ほっとブックなかま
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普
段
あ
な
た
は
ど
ん
な
言
葉
を
使
っ

て
い
ま
す
か
。
き
ち
ん
と
、「
あ
り
が
と

う
」
や
「
ご
め
ん
ね
」
な
ど
の
言
葉
を

素
直
に
相
手
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

　
私
は
正
直
こ
の
よ
う
な
素
直
な
気
持

ち
を
伝
え
る
の
が
、
苦
手
な
の
に
自
分

に
言
わ
れ
た
い
こ
と
は
、
小
さ
な
こ
と

で
も
気
に
し
た
り
す
る
ほ
う
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
年
吹
奏
楽
部
の
金
管
の

リ
ー
ダ
ー
み
た
い
な
役
に
な
り
、
余
計

に
金
管
の
メ
ン
バ
ー
に
気
を
ま
わ
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
一
番
苦
労
し
た
の
が
、
そ
の
人

が
合
奏
な
ど
で
き
つ
く
怒
ら
れ
た
と
き
、

ど
う
声
を
か
け
る
か
で
し
た
。
た
だ
「
大

丈
夫
。
次
言
わ
れ
ん
よ
う
に
頑
張
ろ
う
」

な
ん
て
言
う
の
は
、
軽
い
し
、
そ
の
人
だ

っ
て
十
分
練
習
し
て
合
奏
に
臨
ん
で
怒
ら

れ
て
い
る
の
だ
か
ら
人
任
せ
な
気
も
し
ま

す
。
私
も
こ
う
い
う
言
葉
を
使
っ
た
と
き

「
じ
ゃ
あ
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
」
と
逆
ギ
レ

さ
れ
て
怒
ら
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
で

は
何
か
別
の
話
で
一
旦
、
気
を
逸
ら
す
の

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
こ
れ
も
駄
目
で
し
た
。

「
放
っ
と
い
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で

し
ょ
う
。
結
局
私
は
ま
だ
こ
の
答
に
辿
り

着
い
て
は
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
無
理
に
言

葉
を
探
す
の
で
は
な
く
、
自
分
の
持
っ
て

い
る
考
え
や
思
い
を
伝
え
た
ほ
う
が
、
よ

っ
ぽ
ど
相
手
の
心
に
伝
わ
る
と
い
う
こ
と

だ
け
は
分
か
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
合
奏
で

先
生
が
本
気
に
な
っ
て
私
た
ち
を
怒
っ
た

と
き
は
、「
じ
ゃ
あ
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ

ろ
う
」
と
本
気
で
悩
む
し
、
本
気
で
落
ち

込
む
こ
と
も
、も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。で
も
、

本
気
で
誉
め
て
く
れ
た
と
き
は
私
た
ち
も

本
気
で
嬉
し
い
し
、
喜
び
ま
す
。

　
こ
ん
な
風
に
、
本
気
で
相
手
に
伝
え

る
こ
と
、
素
直
に
伝
え
る
言
葉
は
凄
い

力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
人
は
弱
い
。
だ
か
ら
本
心
で
な

い
言
葉
で
も
悪
い
傷
つ
け
る
言
葉
は
、

す
ぐ
に
相
手
の
心
に
入
り
込
み
ま
す
。

そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
い
じ
め
へ
と
変
わ
っ

て
い
く
の
で
す
。
ウ
ザ
イ
、
キ
モ
い
、

死
ね
、
消
え
ろ
。
こ
ん
な
言
葉
を
自
分

に
言
わ
れ
た
ら
、
冗
談
に
し
て
も
笑
え

な
い
し
、
傷
付
き
ま
す
よ
ね
。

　
で
も
今
の
人
た
ち
は
平
気
で
そ
ん
な

こ
と
を
言
っ
て
そ
の
人
を
死
へ
と
追
い
込

み
ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
に
私
は
考
え

て
ほ
し
い
で
す
。
自
分
が
言
わ
れ
た
ら

ど
う
な
の
か
。
今
こ
ん
な
こ
と
を
し
て

将
来
後
悔
し
な
い
か
。
そ
れ
を
考
え
れ

ば
そ
ん
な
言
葉
、
絶
対
使
え
な
い
は
ず

で
す
。

　
そ
し
て
、
い
じ
め
を
し
て
い
な
く
て

も
黙
っ
て
い
じ
め
を
見
ぬ
フ
リ
を
し
て

い
る
人
た
ち
に
は
、
自
分
も
い
じ
め
ら

れ
る
か
ら
と
か
じ
ゃ
な
く
て
、
勇
気
を

出
し
て
そ
の
人
に
、「
大
丈
夫
？
」
だ
け

で
も
い
い
か
ら
、
手
を
差
し
伸
べ
て
あ

げ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
も
ど

れ
だ
け
そ
の
人
が
、
そ
の
言
葉
に
救
わ

れ
る
こ
と
か
。

　
私
も
一
時
期
、
い
じ
め
ま
で
は
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
そ
う
い
う
め
に
あ
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
で
も
、
友
達
が
い
た
か
ら
、
大
丈
夫

だ
っ
た
し
心
強
か
っ
た
で
す
。
な
の
で

本
当
に
心
が
あ
る
人
な
ら
、「
今
ま
で
ご

め
ん
ね
。
大
丈
夫
だ
っ
た
？
」
と
言
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
相
手
は

精
一
杯
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て「
あ

り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
。
そ
れ
が
自
分
の
心
を
響
か
せ
、
ど

れ
だ
け
言
葉
の
力
が
強
い
か
実
感
し
、

救
え
た
こ
と
に
と
て
つ
も
な
い
喜
び
を

感
じ
る
で
し
ょ
う
。

消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館２階）

悪質商法などの相談に応じます。
●�受付　月曜日～金曜日・午前９時～

午後４時
●問合先　消費生活センター☎（２４６）５１１０

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）
など児童に関する相談をお受けします。
●�受付　月曜日～金曜日・午前９時～

午後５時
●問合先　こども未来課
　☎（２４６）３５１５

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

未成年者の非行などの相談に応じます。
●�受付　月曜日～金曜日・午前９時～

午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権センター）

あなたが納得のいく生き方ができるよ
うお手伝いします。
●�受付　月曜日～金曜日・午前８時30

分～午後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課
　☎（２４５）７８０１

補聴器相談
■場所 福祉支援課・ハピネスなかま

●�日時　毎月第１～４火曜日・午後１時～
２時は福祉支援課（市役所１階）、午後２
時30分～３時30分はハピネスなかま
●問合先　福祉支援課☎（２４６）６２８２

Free
Consultation

無料相談
コーナー

～気軽に利用してください～

私たちが感じた人権問題

人権標語
さべつない　うつくしい地球に　会いたいな
 　　中間中学校２年 河合　舞姫さん

ありがとう　たすけあうって　きもちいい
 　中間東小学校３年 宮崎　愛梨さん

だいじょうぶ　そのひとことが　おもいやり
 中間東小学校５年　　　　　福田　純大さん

「言葉の力」

平成 25 年度小・中学校人権作文から

打和 明日香さん
（平成26年３月中間東中学校卒業）

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　５月14日水・午前10時～午後
４時（受付は午後３時まで）
●問合先　安全安心まちづくり課
　☎（２４６）２０１７

行政相談
■場所 ハピネスなかま

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
●�日時　５月10日土、16日金・午後３時

～５時
●問合先　企画政策課☎（２４６）６２７１

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　５月10日土、16金、22日木・午
後３時～５時（前日まで窓口で予約受
付・受付時間は月曜日～金曜日の午前
８時30分～午後５時15分・定員６人）
●問合先　中間市社会福祉協議会
　☎（２４４）１２３０
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身近な役立つ情報を
お届けします

Infomation

くらしの
情報

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
不
正
取
得
が

あ
っ
た
場
合
は
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
住
民
票
の
写

し
な
ど
が
不
正
に
取
得
さ
れ
た
場

合
に
、
本
人
に
通
知
す
る
制
度
を

開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
人

の
権
利
や
利
益
の
侵
害
を
防
止

し
、
不
正
取
得
を
抑
止
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書

○
住
民
票
の
写
し

○
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

○
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書

○
戸
籍
個
人
事
項
証
明
書

○
戸
籍
附
票
の
写
し

〇
戸
籍
謄（
抄
）本

○
戸
籍
の
記
載
事
項
証
明
書

○
届
出
書
の
記
載
事
項
証
明
書

※
消
除
さ
れ
た
住
民
票
、
除
か
れ

た
戸
籍
の
附
票
、
除
か
れ
た
戸
籍

謄（
抄
）本
も
含
み
ま
す
。

●
通
知
す
る
場
合

○
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
取
得
し

た
第
三
者
が
、
不
正
取
得
者
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

場
合

○
国
ま
た
は
県
の
通
知
に
よ
り
、

不
正
取
得
を
行
っ
た
事
実
が
明

ら
か
に
な
っ
た
場
合
な
ど

●
問
合
先　
市
民
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
９

平
成
26
年
度
第
１
回
危
険
物

取
扱
者
試
験

　

危
険
物
取
扱
者
試
験

●
期

日　
６
月
15
日
日

●
場

所　
九
州
共
立
大
学（
八

幡
西
区
自
由
ヶ
丘
）ほ
か
３
会
場

●
試
験
の
種
類
と
受
験
料

○
甲
種
…
…
…
…
５
、０
０
０
円

○
乙
種
全
類
…
…
３
、４
０
０
円

○
丙
種
…
…
…
…
２
、７
０
０
円

●
願
書
設
置
場
所　
消
防
署

●
申
込
方
法　
４
月
18
日
金
か
ら

５
月
２
日
金（
消
印
有
効
）ま
で

に（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
に
願
書
を
郵
送
し
て
く
だ

さ
い

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子

申
請
の
受
付
期
間
は
４
月
15
日
火

か
ら
29
日
火
ま
で
で
す
。
詳
し
く

は（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…

　

http://w
w

w
.shoubo-shiken.

or.jp

　

準
備
講
習
会
を
行
い
ま
す　
　

●
日

時　
５
月
25
日
日
・
午

前
８
時
30
分
～

●
場

所　
消
防
署

●
申
込
受
付
期
間　
４
月
18
日
金

～
５
月
23
日
金

※
受
講
申
請
と
テ
キ
ス
ト
な
ど
の

購
入
は
消
防
署
で
受
付
、
販
売
し

ま
す
。
金
額
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
も

●
問
合
先　
消
防
署　

　
☎（
２
４
５
）０
９
０
１

身
体
障
が
い
者
等
を
対
象
に

軽
自
動
車
税
を
減
免

　

軽
自
動
車
を
障
が
い
者
本
人
が

使
用
し
た
り
、
障
が
い
者
の
通
院

な
ど
に
家
族
が
使
用
し
た
り
す
る

場
合
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の　
身
体
障

害
者
手
帳（
戦
病
者
手
帳
）ま
た

は
療
育
手
帳
、
印
鑑
、
運
転
す

る
人
の
運
転
免
許
証
、
車
検
証

の
コ
ピ
ー
、
申
請
書

※
申
請
書
は
課
税
課
に
あ
り
ま
す
。

●
申
請
締
切　
５
月
26
日
月

●
注
意
事
項　
障
が
い
の
あ
る
箇

所
や
等
級
に
よ
り
、
減
免
の
対

象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
使
用
す
る
軽
自
動

車
の
買
い
替
え
や
所
有
者
を
変

更
し
た
と
き
は
新
た
に
申
請
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
申
請
・
問
合
先　
課
税
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
８

日
常
生
活
用
具
給
付
に
「
地
デ
ジ

対
応
ラ
ジ
オ
」
が
加
わ
り
ま
し
た

　

平
成
23
年
７
月
の
テ
レ
ビ
放
送

地
上
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
従
来
の

ラ
ジ
オ
で
は
テ
レ
ビ
音
声
を
受
信
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。
視
覚
障
が
い

の
人
に
と
っ
て
、
ラ
ジ
オ
か
ら
の
テ

レ
ビ
音
声
が
貴
重
な
情
報
源
で
す
。

災
害
時
な
ど
に
も
情
報
を
す
ぐ
に

入
手
で
き
、
日
常
生
活
上
必
要
不

可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

平
成
26
年
４
月
か
ら
日
常
生
活
用

具
給
付
等
事
業
に
「
地
デ
ジ
対
応

ラ
ジ
オ
」
を
追
加
し
ま
し
た
。
事
前

に
申
請
す
る
こ
と
で
、
原
則
１
割
負

担（
所
得
に
応
じ
て
負
担
無
し
）で
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
者　
視
覚
障
が
い
２
級

以
上
の
人

●
基
準
額　
２
９
、０
０
０
円

※
基
準
額
を
超
え
る
金
額
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

●
耐
用
年
数　
６
年

●
問
合
先　
福
祉
支
援
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
８
２

第
37
回
中
間
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
の
参
加
者
を
募
集

●
期

日　
５
月
18
日
日

●
場

所　
ジ
ョ
イ
パ
ル
な
か

ま
庭
球
場

●
種

目　
一
般
男
子
・
女
子
、

壮
年
男
子（
45
歳
以
上
、
60
歳

以
上
）、
中
学
生
男
子
・
女
子

●
参
加
資
格　
市
内
に
在
住
、
通

勤
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
連
盟

ク
ラ
ブ
会
員

●
参
加
料　
１
組
500
円

※
中
学
生
は
無
料
。

●
申
込
方
法　
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書
を
提

出
す
る
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

●
申
込
締
切　
５
月
２
日
金

●
申
込
・
問
合
先　
中
間
市
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
連
盟
山
口
宅

　
☎
・
℻（
２
４
４
）６
０
３
２

中
間
市
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の

参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す

●
期

日　
５
月
11
日
日

●
場

所　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
参
加
資
格　
同
一
自
治
会
内
に

居
住
す
る
中
学
生
以
上
の
女
性

で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

※
メ
ン
バ
ー
が
足
り
な
い
チ
ー
ム

に
限
り
、
近
隣
の
自
治
会
か
ら
選

手
を
補
充
し
て
出
場
で
き
ま
す
。

●
参
加
料　
１
チ
ー
ム
に
つ
き

１
、０
０
０
円

　

代
表
者
会
議

●
日

時　
５
月
３
日
土
・
午

後
７
時
～

●
場

所　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
申
込
方
法　
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書
を
体

育
文
化
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い

●
申
込
締
切　
４
月
30
日
水

●
問
合
先　
体
育
協
会
事
務
局

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
１
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遠
賀
川
鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り

　

期
間
中
、
鯉
の
ぼ
り
約
200
匹
が
、

遠
賀
川
河
川
敷
で
泳
ぎ
ま
す
。
お
子

さ
ん
連
れ
で
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

●
掲
揚
期
間　
５
月
８
日
木
ま
で

■
鯉
の
ぼ
り
提
供
の
お
願
い

　

な
か
ま
三
世
代
ふ
れ
あ
い
の
会

で
は
、
今
年
も
遠
賀
川
河
川
敷
に

鯉
の
ぼ
り
を
立
て
る
こ
と
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
た
め

に
、
み
な
さ
ん
の
使
用
済
み
鯉
の
ぼ

り
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
人
は
、
連
絡

を
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
ち
ら
か
ら
取

り
に
伺
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し

た
用
紙
の
添
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

働
く
婦
人
の
家
［
☎（
２
４
６
）

０
４
８
３
］
に
直
接
お
持
ち
い
た

だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　
な
か
ま
三
世
代
ふ

れ
あ
い
の
会
岡
山
宅

　
☎（
２
４
４
）７
８
０
１

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

中
間
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
よ

る
献
血
が
ハ
ー
モ
ニ
ー
楽
市（
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）で
行
わ
れ
ま

す
。
当
日
、
献
血
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
人
に
は
記
念
品
も
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
日

時　
４
月
20
日
日
・
午

前
10
時
～
午
後
４
時

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
問
合
先　
福
岡
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
北
九
州
事
業
所

　
☎（
６
３
１
）１
２
１
１

遠
賀
川
環
境
保
全
活
動

団
体
を
支
援
し
ま
す

　

遠
賀
川
流
域（
支
流
を
含
む
）

で
、
河
川
の
水
質
の
改
善
を
目
的

と
し
た
環
境
保
全
活
動
を
行
う
住

民
団
体
な
ど
に
対
し
て
、
そ
の
活

動
費
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
団
体　
支
流
を
含
む
遠
賀

川
流
域
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
、

ま
た
は
今
後
行
お
う
と
す
る
会

員
数
５
人
以
上
の
団
体

●
対
象
活
動　
除
草
・
清
掃
活
動
、

水
質
・
生
物
調
査
、
普
及
啓
発

活
動
な
ど

※
ほ
か
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
い

る
活
動
は
除
き
ま
す
。

●
助
成
対
象
活
動
期
間　
６
月
～

平
成
27
年
１
月

●
助
成
内
容　
１
団
体
あ
た
り
上

限
10
万
円

●
申
込
締
切　
４
月
30
日
水

●
申
込
・
問
合
先　
北
九
州
市
上

下
水
道
局
水
質
試
験
所

　
☎（
６
４
１
）５
９
４
８

司
法
書
士
に
よ
る
女
性
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

　
「
多
重
債
務
問
題
」「
生
活
保
護

の
受
給
手
続
」「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」「
ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
」
な
ど
に
、

司
法
書
士
が
無
料
で
電
話
と
面
談

に
よ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

面
談
相
談

●
日

時

○
４
月
26
日
土
・
午
前
10
時
～
午

後
４
時

○
４
月
27
日
日
・
午
前
10
時
～
正
午

●
場

所　
福
岡
市
内

●
面
談
予
約
締
切　
４
月
18
日
金

※
面
談
に
よ
る
相
談
は
事
前
予
約

が
必
要
で
、
先
着
順
で
す
。
相
談
場

所
は
予
約
の
際
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

電
話
相
談

●
日

時　
４
月
26
日
土
・
午

前
10
時
～
27
日
・
正
午（
26
時

間
対
応
）

●
相
談
電
話
番
号

　
☎
０
９
２（
７
２
４
）９
５
０
５

●
面
談
予
約
・
問
合
先　
福
岡
県

青
年
司
法
書
士
協
議
会

　
☎
０
９
２（
７
４
１
）０
９
９
７

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
総
合

案
内
所
を
開
設
し
て
い
ま
す

　

国
の
行
政
機
関
や
独
立
行
政
法

人
な
ど
の
情
報
公
開
制
度
や
個
人

情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て
、
開
示

請
求
の
方
法
や
窓
口
の
案
内
な
ど

の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
毎
週
月
曜
～
金
曜

日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

●
場

所　
福
岡
合
同
庁
舎

　
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二

丁
目
11
‐
１
）

●
問
合
先　
総
務
省
九
州
管
区

行
政
評
価
局

　
☎
０
９
２（
４
３
１
）７
０
８
３

平
成
26
年
度

県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　

福
岡
県
の
施
策
、
制
度
な
ど
に

つ
い
て
の
意
見
や
提
案
を
い
た
だ

く
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
資

格　
県
内
に
居
住
す
る

18
歳
以
上
の
人（
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
）

※
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、

常
勤
の
公
務
員
、
平
成
24
・
25
年

度
県
政
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
を
除
く
。

●
募
集
人
数　
300
人

●
任

期　
６
月
下
旬
～
平
成

27
年
３
月
31
日

●
業
務
内
容　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答（
３
回
程
度
）、
県
政
へ
の
提

案（
随
時
）

●
コ
ー
ス
種
別

○
一
般
コ
ー
ス
…
郵
送
に
よ
る
回

答
・
提
案

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー
ス
…
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル

に
よ
る
回
答
・
提
案

●
謝

礼　
活
動
状
況
に
応
じ

て
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す

●
応
募
締
切　

６
月
２
日
月
・
消

印
有
効

※
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
合
先　
福
岡
県
県
民

情
報
広
報
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
１
０
３

平
成
26
年
福
岡
県
保
育
士

試
験
を
実
施
し
ま
す

●
試
験
日

○
筆
記
試
験
…
８
月
９
日
土
、
10

日
日

○
実
技
試
験
…
10
月
19
日
日

●
受
験
申
請
期
間　
５
月
14
日
水

ま
で

※
試
験
場
所
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
一
般
社
団
法
人
全

国
保
育
士
養
成
協
議
会
保
育
士

試
験
事
務
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０（
４
１
９
４
）８
２

４月の祝日に伴うごみの収集
　４月 29 日昭和の日の第５回目の火曜
日が、もえるごみの収集日になってい
る地区は収集しません。

４月の祝日 もえるごみ

４月29日火昭和の日が
収集日の地区 ×

●問合先　環境保全課☎（２４５）５３００
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山口県下関市の勝山三山を守る会（代表：岡崎義三さん）
のみなさんが、まちづくり視察として中間市を訪問し
ました。中間唐戸や猫城址、垣生羅漢百穴などを視察
したみなさんは、先々で受ける説明に注意深く聞き入
っていました。岡崎さんは「水害防止のための先人の
英知を結集した中間唐戸や堀川の歴史など、とても印
象深いものだった。唐戸という地名は下関市にもあり、
中間市を身近に感じられました」と話しました。

中間市を身近に感じた
３月５日・勝山三山を守る会が中間市をまちづくり視察

市内の４中学校で卒業証書授与式が
行われました。今年の中間南中学校
からは、106 人の生徒が卒業式を迎
えました。卒業証書授与では、担任
の先生が涙をこらえながら生徒一人
ひとりの名前を呼ぶと、照れたよう
な表情や涙が流れないよう上を見つ
めて返事をする卒業生。最後は卒業
生全員で、卒業の歌を大合唱。指揮
をした堀口依芙姫さんは、「３年間の
思い出を思い出しながら指揮をしま
した」と話しました。

３年間ともに過ごした仲間
３月 13 日・市内の４中学校で卒業式

フォトショット

まちのわだい

楽しいイベントや地域の話題などをお届けします

前日の夜からの豪雨で遠賀川が増水しているという想
定で、３月８日土に中間北小学校区、また３月16日日
に底井野小学校区で避難訓練を実施しました。訓練で
は、市民のみなさんが実際に避難所まで避難し、避難
経路などを確認しました。災害が起こったとき、被害
を最小限にするために、日ごろから家族で避難する場
所や避難方法、連絡方法などをよく話し合っておくな
ど、できることから備えましょう。

いざというときに備えるため
中間北小学校区・底井野小学校区で避難訓練
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まちのわだい

17 Nakama City Public Relations

中間ライオンズクラブが、今年小学校に入学する新一
年生のため、交通安全ランドセルカバー一式 350 枚
を中間市に寄贈しました。子どもたちに安全に学校に
通って欲しいという思いから始まったこの取り組みは
今年で９年目。中間ライオンズクラブ会長の西谷信博
さんは、「子どもたちにとって怪我や事故がなく登下
校することが一番。子どもたちの健やかな成長のため
にこれからも協力していきたいです」と話しました。

子どもたちの安全が一番
３月 26 日・中間ライオンズクラブがランドセルカバーを寄贈

春の陽気を感じるこの日、ほくほく夢ネット（中間北中
学校区連携事業）の活動として、曲川の清掃活動が行
われました。参加したのは、さくら保育園３歳児と中間
北小学校３年生、中間北中学校２年生、希望が丘高校
ボランティア部の生徒たちと、地域の大人たち総勢約
140人。保育園児は、牛乳パックで手作りしたカラフル
なちりとりを持参。中学生がリーダーシップを発揮し、
ごみ拾いだけでなく草むしりまで積極的に行いました。

みんなでまちをきれいに
３月 11 日・ほくほくクリーン作戦

保健センターで、母親学級が開かれました。これは、
妊娠中の過ごし方などを保健師の講話で学んだあと、
先輩ママに子育ての疑問などを質問して答えてもらう
というもの。夫婦そろって参加した谷口紘輝さん、愛
羽さん（深坂一丁目）は、「先輩の話を聞くことができ
て勉強になったし、小さい子どもと触れ合えて子育て
のイメージがわいた」「子どものお腹の中での成長過
程が学べてよかった」と感想を話しました。

先輩ママからアドバイス
３月 11 日・母親学級

遠賀川河川敷で、双葉保育園の子どもたちが白サケの
稚魚約 1,500 匹を放流しました。サケの稚魚は全長５
cmほど。子どもたちは、遠賀川源流サケの会などか
らサケの孵

ふ

化について説明を受けた後、一人ひとりサ
ケを川に放しました。放流したサケは４年後に戻って
くると聞いた子どもたちは、「大きくなあれ」などと声
をかけながら、すばしこく元気に泳ぐ稚魚の姿をしっ
かりと見送っていました。

大きくなって帰ってきてね
３月 12 日・遠賀川サケの稚魚放流
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Ｂ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
ｓ（
ブ
レ
イ
ブ
ス
）

FC
少
年
団
指
導
者
を
募
集

　

現
在
、
中
間
小
、
中
間
東
小
、
中
間

南
小
、
中
間
北
小
の
団
員
約
20
人
で
楽

し
く
サ
ッ
カ
ー
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
回
子
ど
も
た
ち
に
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し

さ
を
教
え
て
く
れ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

指
導
者
を
募
集
し

ま
す
。
サ
ッ
カ
ー

の
経
験
や
年
齢
は

問
い
ま
せ
ん
。
都

合
の
良
い
日
だ
け

で
も
指
導
し
て
く

れ
る
人
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
練
習
日
時
・
場
所

○
毎
週
月
曜
日
の
午
後
４
時
30
分
～
６

時
・
中
間
東
小
学
校

※
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
実
施
さ
れ
る
場
合

は
場
所
を
変
更
し
ま
す
。

○
毎
週
水
曜
日
の
午
後
４
時
30
分
～
６

時
・
中
間
北
小
学
校

○
毎
週
日
曜
日
の
午
前
10
時
～
正
午
・

中
間
東
小
学
校

※
試
合
が
あ
る
場
合
は
変
更
し
ま
す
。

●
問
合
先　
井
川
携
帯

　
☎
０
９
０（
７
４
４
０
）３
３
８
４

中
国
語
講
座（
入
門
）の

受
講
生
を
募
集

　

一
緒
に
簡
単
に
日
常
会
話
を
学
習

し
、
楽
し
く
中
国
語
を
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ピ
ン
イ
ン（
中
国
語
読
み
フ
リ

カ
ナ
）や
文
法
、
簡
単
な
日
常
会
話
を

学
び
ま
す
。

●
期

日　
毎
週
火
曜
日（
月
４
回
）

●
開
始
予
定
日　
５
月
13
日
火

●
時

間　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
受
講
料　
月
２
、０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
。

●
講

師　
奥
田
光
宇
さ
ん

●
申
込
期
間　
４
月
10
日
木
～
24
日
木

●
申
込
・
問
合
先　
藤
本
携
帯

　
☎
０
９
０（
１
３
６
１
）７
８
３
８

春
の
盆
栽
展
を
開
催
し
ま
す

　

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
期

日　
４
月
25
日
金
～
27
日
日

●
時

間　
午
前
９
時
～
５
時

※
27
日
は
４
時
ま
で
。

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル

●
入
場
料　
無
料

●
問
合
先　
中
間
盆
栽
同
好
会
徳
丸
宅

　
☎（
２
４
４
）５
０
４
８

中間市公式キャラクター
「なかっぱ」

が
家 のわ

すこやか
ちゃん
すこやか
ちゃん

このページは、みなさんで作るコー
ナーだぬん。イラストやエッセイ、
お知らせなど待ってるぬん。「すこや
かちゃん」「文芸歳時記」も応募して
ほしいぬん。
●�応募・問合先　企画政策課広報広聴係
（809‐8501�中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271

18広報なかま４月 10 日号

電車が大好きです。もうすぐ
幼稚園だから、お友達をたくさ
ん作って楽しく遊んできてね。

H23. ２. １生
（通谷六丁目）

内
う つ み

海 梁
りょう

ちゃん

すくすく元気に育ってくれてますね。
最近はおしゃべりもとても上手です。
ゆいちゃんの成長がとても楽しみです。

H23. ４.19 生
（中央四丁目）

加
か く

来 唯
ゆ い か

華ちゃん
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靴
の
中
に
10
円
玉
を
10
個
ほ
ど
並
べ
て
一
晩
置
い
て
お
く
と
、
臭
気
が
消
え
る
。

知
っ
て
て
損
は
な
い

豆
知
識

申
告
を
終
へ
し
安
堵
の
梅
見
か
な

　
　
　
土
手
ノ
内
二
丁
目	

小
　
田
　
敏
　
子

余
寒
な
ほ
肩
ま
で
つ
か
る
湯
舟
か
な

　
　
　
太
賀
三
丁
目	

真
　
崎
　
捷
　
子

法
堂
へ
続
く
石
段
水
仙
花

　
　
　
通
谷
一
丁
目	

石
　
松
　
梅
　
子

春
寒
し
名
札
ば
か
り
の
蒲
の
池

　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

宮
　
﨑
　
サ
カ
エ

咲
き
そ
む
る
通
り
す
が
り
の
沈
丁
花

　
　
　
上
底
井
野	

小
　
林
　
香
　
子

末
永 

あ
つ
し 

選

俳 

句

夢
枕
今
も
聞
こ
え
る
子
守
歌

　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

大
　
串
　
美
佐
子

で
き
る
な
ら
か
く
し
て
い
た
い
通
信
簿

　
　
　
弥
生
一
丁
目	
三
ヶ
島
　
浩
　
之

計
算
が
で
き
な
く
な
っ
て
ぼ
や
く
指

　
　
　
中
鶴
一
丁
目	

平
　
野
　
し
ず
子

参
拝
で
中
韓
と
溝
が
深
ま
る

　
　
　
中
間
三
丁
目	

柴
　
田
　
弘
　
美

モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
豪
華
な
箱
は
燃
え
る
ゴ
ミ

　
　
　
中
間
三
丁
目	

古
　
野
　
つ
と
む

吉
富 

廣 

選

川 
柳

無
表
情
の
母
が
夢
中
で
笑
う
と
ふ
楽
し
き
事
の
知
り
た
く
も
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
一
丁
目	

石
　
田
　
順
　
子

風
を
切
り
銀
盤
に
跳
ぶ
浅
田
真
央
よ
シ
ョ
パ
ン
の
調
べ
に
う
る
わ
し
く
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

大
　
内
　
紘
　
子

華
や
か
に
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
始
ま
り
て
寝
不
足
の
目
に
朝
日
ま
ば
ゆ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
四
丁
目	

吉
　
岡
　
比
呂
己

た
ま
わ
り
し
皇
帝
ダ
リ
ア
は
軒
を
抜
き
花
聳
え
た
ち
青
空
に
映
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
三
丁
目	

内
　
村
　
ア
ヤ
子

枯
葉
舞
う
音
に
も
耳
を
そ
ば
だ
て
て
歩
調
速
め
つ
夜
の
お
つ
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
生
二
丁
目	

吉
　
田
　
千
　
歳

中
間
市
短
歌
会

短 

歌

文芸歳時記

▶広報担当になり３年。今回異動となりました。私なりに、「どうやったら伝わ
るか」を考え、取り組んできた紙面づくり。「最近、なんか広報変わったね」「今
回のデザインいいね」など、かけていただいた言葉に励まされながらがんばっ
てきました。まだまだ広報としてやりたかったことがたくさんあり残念ですが、
新しい部署で中間市のさまざまなことを知り、またいつか市民のみなさんにお
届けできたらいいなと思っています。ご愛読ありがとうございました。（悠）

編集後記

外
国
人
の
み
な
さ
ん「
日
本
語

教
室
な
か
ま
」で
学
び
ま
せ
ん
か

　
「
日
本
語
教
室
な
か
ま
」
で
は
、
地

域
に
住
ん
で
い
る
外
国
籍
の
人
が
孤
立

し
な
い
よ
う
に
日
本
語
の
学
習
を
支
援

し
た
り
、
文
化
交
流
の
一
環
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
外
国
人
の
み
な
さ
ん
、
一
緒
に

楽
し
く
日
本
語
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
地
域
の
み
な
さ
ん
も
ご
近
所
や
お

知
り
合
い
に
日
本
語
を
勉
強
し
た
い
外

国
の
人
が
い
た
ら
、
ぜ
ひ
教
室
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
日
本
語
教
室
な
か
ま
」
で
は
、

日
本
語
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
外
国
語
が
わ
か
ら
な

い
人
も
大
歓
迎
で
す
。
一
緒
に
日
本
語

を
教
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日

時

○
昼
間
講
座　

毎
週
水
曜
日
・
午
前
10

時
～
11
時
30
分

○
夜
間
講
座　

毎
週
金
曜
日
・
午
後
７

時
～
８
時
30
分

※
第
５
水
曜
・
金
曜
日
、
祝
日
は
お
休

み
で
す
。

●
場

所　
中
央
公
民
館　

●
参
加
料　
月
300
円（
教
材
費
）

●
問
合
先　
日
本
語
教
室
な
か
ま 

石

井
携
帯

　
☎
０
９
０（
３
６
０
４
）０
３
５
４

Ｅ
Ｍ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　

中
間
市
Ｅ
Ｍ
普
及
会
は
、
中
間
市
環

境
基
本
計
画
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ

で
あ
る
Ｅ
Ｍ（
有
用
微
生
物
群
）を
用
い

た
環
境
浄
化
活
動
を
、
市
と
協
働
で
行

う
た
め
、
平
成
15
年
に
設
立
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
中
間
市
Ｅ
Ｍ
普
及
会
設

立
10
周
年
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
、

Ｅ
Ｍ
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
Ｅ
Ｍ
に
関
心
の
あ
る
み

な
さ
ん
の
参
加
を
会
員
一
同
心
か
ら
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
講
習
期
間　
４
月
～
平
成
27
年
３
月

●
日

時　
毎
月
第
３
土
曜
日
・
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
・
問
合
先　
中
間
市
Ｅ
Ｍ
普
及

会
会
長
松
田
和
也
宅

　
☎（
２
４
４
）２
９
５
８

19 Nakama City Public Relations

３月30日、垣生公園で筑前中間さくら祭りが行われました。
雨が続き、曇り空の下での開催となりました。写真は中間
中学校側の坂道。ここにはこの時期限定で、見事な桜のト
ンネルが開通。トンネルの中からは人が通るたび、楽しそ
うな笑い声がこだまして聞こえてきました。

今月の表紙
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ま
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成
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年
４

月
10

日
号

No.960

■
今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

23円
で

す
。

■ 「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

中
間
市
歴
史
の
旅

新
知
故
温

有
料
広
告
欄

其
の
二
十
五

「
遠 
賀 
川
」

　
中
間
市
の
中
央
を
流
れ
る
遠
賀
川
は
、
馬

見
山
を
水
源
に
持
つ
61
㎞
の
一
級
河
川
で
す
。

　
遠
賀
川
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時

代
以
前
は
御み

ま
き
が
わ

牧
川
や
河
口
で
は
芦
屋
川
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
で
は

大
川
や
本
川
が
一
般
的
な
呼
称
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

　
１
８
８
７
（
明
治
20
）年
、
陸
軍
陸
地
測

量
部
が
作
成
し
た
筑
豊
地
図
に
は
嘉
麻
川

と
表
記
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
遠

賀
川
と
呼
ば
れ
は
じ
め
た
の
は
、
遠
賀
郡

と
の
関
係
が
深
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、

１
９
０
５
（
明
治
38
）年
に
は
「
遠
賀
川
改

修
工
事
期
成
同
盟
会
」
が
結
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
明
治
中
頃
に
な
っ
て
「
遠
賀

川
」
の
呼
称
が
定
着
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

明
治
時
代
の
遠
賀
川
改
修
工
事
は
、

主
に
炭
鉱
の
水
没
事
故
防
止
を
目
的
に

１
９
０
６（
明
治
39
）年
か
ら
10
か
年
継
続

事
業
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
は
、
国
の
直
轄
工
事
と
し
て

実
施
さ
れ
た
第
1
次
治
水
計
画
の
20
河
川

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
国
の
1
級
河
川
は
109
河
川
。
そ
の
う
ち
、

遠
賀
川
は
流
路
延
長
82
位
、
流
域
平
地
面

積
は
42
位
の
規
模
で
す
。
他
に
大
規
模
な

河
川
が
あ
り
な
が
ら
も
第
1
次
治
水
計
画

に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
、
遠
賀

川
流
域
に
あ
る
筑
豊
炭
田
の
水
害
に
よ
る

採
炭
量
の
減
少
が
及
ぼ
す
経
済
的
影
響
が

大
き
か
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
ま
す
。

　
中
間
市
域
の
遠
賀
川
で
は
、
遠
賀
川
鉄

橋
や
八
幡
製
鐵
所
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ

室
な
ど
、
日
本
が
近
代
化
を
果
た
し
て

い
く
過
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
中
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

遠賀川から唐戸浄水場方向を望む（昭和 38年）


